




 

葉酸は,アミノ酸・タンパク質・核酸などの生合成および代謝におけるC1 単位のキャリア

ーとしての機能を営む重要なビタミンであり,その欠乏や代謝異常は,生体に重大な障害を

引き起こすことが知られている。その遺伝的な代謝障害としては,現在までに,先天性葉酸

吸収障害,リンパ球骨髄球における葉酸取り込み障害,ジヒドロ葉酸レダクターゼ欠損

症,5,10-メチレンテトラヒドロ葉酸レダクターゼ欠損症,5-メチルテトラヒドロ葉酸メチ

ルトランスフェラーゼ欠損症,ホルムイミノトランスフェラーゼ欠損症,サルコシンデヒド

ロゲナーゼ欠損症,グリシン分解系欠損症などが報告されている。このように多様な遺伝的

疾病に対する臨床的研究においても,また,生体内におけるそれらの代謝変換系に関する基

礎的研究においても,葉酸化合物の微量迅速分離・分別定量法の開発が強く要望されて来た。

しかしながら,葉酸化合物はその種類が多く,また，それらの化合物の不安定性の故に,まだ

実用に供し得る良い方法が確立されるには至らず大きな問題点として残されたままであっ

た。そこで,本研究においては,近年進歩のめざましい高速液体クロマトグラフ(HPLC)法を

用いた葉酸化合物の迅速分離・分別定量法の開発を目的として検討を行った。 


